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かかりつけ先（医保）
【センター 】５２人

（うち児童３人）
【非センター】 ７人

かかりつけ先（医保）
【センター 】３１人

（うち児童３人）
【非センター】３６人

太白区以南の入院患者
３４８人（５８％）

８３人

時間外

２６５人

時間内

５２人

医療保護

２８人

措 置

ほか応急入院３名（3％）

１５４人

医療保護

110人

任意９９人

措置１１人

任意・措置

精神医療センター入院患者の属性について（令和４年度実績）

１０３人

時間外

１５０人

時間内

５７人

措 置

３９人

医療保護

８２人
（うち児童
１０人）

医療保護

６８人

任42(児3)
措置23人

任意・措置

太白区以北の入院患者
（県外含む）

２５３人（４２％）

（２４％）

（７６％）

（４２％）

（５８％）

（63％）

（34％）

（58%）

（42％）

（55％）

（38％）

（55％）

（45％）

【患者内訳】
太白区 １２２人
名取市 ６２人
亘理町 ２８人
角田市 ２７人
大河原町 ２５人
岩沼市 ２２人
柴田町 ２１人
白石市 １９人
その他 ２２人

【患者内訳】
青葉区 ４５人
若林区 ３７人
泉区 ３１人
宮城野区 ２８人
多賀城市 １５人
大崎市 １５人
大和町 ８人
栗原市 ８人
塩竈市 ８人
その他 ５０人

ほか任意入院等７名（7％）
うち任意３名１９５日児１人(116日)

ほか応急入院等３名（0％）

６０１人延べ入院患者
※令和４年度：精神医療センター提供資料から加工

４８人

入院歴なし

４人

入院歴あり

３３人

３３人

入院歴あり

２８人

入院歴なし

３０人

入院歴あり

措置１２人、任意１６人

措置７人、任意２３人

６７人

入院歴なし

５９人

入院歴あり

（５４％）

（４６％）

３８人
任意３２人
措置６人

入院歴なし

５７人
任意５４人
措置３人

入院歴あり

（４０％）

（６０％）

（４３％）

２０人

入院歴なし

６人
入院歴あり

（７９％）

（２１％）

かかりつけ先（医保）
【センター 】 ９人
【非センター】１８人２７人

入院歴なし

（５７％）

かかりつけ先（医保）
【センター 】１７人
【非センター】 １人

１８人

入院歴あり

かかりつけ先（任意）
【センター 】２０人（うち児童３人）
【非センター】１２人

かかりつけ先（任意）
【センター 】５３人（うち児童８人）
【非センター】 １人

２８人

入院歴なし

かかりつけ先（医保）
【センター 】 １人
【非センター】２７人

かかりつけ先（医保）
【センター 】 ４人
【非センター】 ２人

６人

入院歴あり

かかりつけ先（任意）
【センター 】 ７人
【非センター】 ９人

かかりつけ先（任意）
【センター 】２０人
【非センター】 ３人

入院歴なし

（うち児童）
９人

（うち児童）
１６人

（うち児童）
３人

（うち児童）
３人

総在院日数
3,068日
うち児52日

（うち児３人）

（うち児１人）

総在院日数
1,856日
うち児67日

総在院日数
9,548日
うち児585日

総在院日数
3,798日
うち児601日

総在院日数
730日

総在院日数
3,348日

総在院日数
2,354日

総在院日数
5,153日
うち児579日

総在院日数1,854日うち児244日
総在院日数1816日

その他１人（0％）

（入院歴・かかりつけ先）

令和４年度延べ入院患者のうち、
同年度中に入院した入院患者の
うち、平成３０年度から令和３
年度までの入院歴の有無により
抽出

〇その他長期入院患者 ５８名：令和３年度以前に入院し、令和４年度通年で入院が継続している患者
７名：令和２年度以前に入院し、令和４年度中に退院している患者
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精神医療センター収支シミュレーションの概要

現センター
（R２実績）

現センター
（R４実績）

案１ 案２ 案３

北本院
（富谷）

南サテライト
（名取）

合計
北本院
（富谷）

南サテライト
（名取）

合計
北本院
（富谷）

南サテライト
（名取）

合計

考え方 ー ー

≪北本院≫
・措置をはじめとした精神科救急のほか、身体合併症
対応、 精神科災害拠点病院の機能を想定
・現センターの長期入院患者の受入を想定
≪南サテライト≫
・南の医療保護、夜間対応も想定
・急性期病棟のなかで、児童思春期患者の受入を想定

≪北本院≫
・精神科救急の基幹病院、長期入院患者の受入を想定
・児童思春期患者の受入も北で想定

≪南サテライト≫
・南の医療保護、夜間対応も想定
・入院歴のある患者等を想定

≪北本院≫
・精神科救急の基幹病院、長期入院患者の受入を想定
・児童思春期患者の受入も北で想定
・長期入院患者を、本人の意向も踏まえ、サテライトと
あわせて対応

≪南サテライト≫
・南の医療保護、夜間対応も想定
・長期入院患者を本院とあわせて対応

病床・病棟

２５８床

【救急】９９床
【一般】1４５床
【児童】１４床

・一般外来（5診）
・児童外来（２診/週4）
・ﾃﾞｲｹｱｼｮｰﾄｹｱ
・訪問看護

２５８床

【救急】110床
【一般】134床
【児童】１４床

・一般外来（5診）
・児童外来（２診/週4）
・ﾃﾞｲｹｱｼｮｰﾄｹｱ
・訪問看護

１２０床

【救急】６０床
【一般】６０床

・一般外来（2診）
・ﾃﾞｲｹｱｼｮｰﾄｹｱ
・訪問看護

５０床

【急性期】５０床
（児童思春期病床10
床は急性期に含む）

・一般外来（４診）
・児童外来（2診/週4）
・ﾃﾞｲｹｱｼｮｰﾄｹｱ
・訪問看護

１７０床 １４５床

【救急】８０床
【一般・児童】 ６５床
(一般55・児童10)

・一般外来（2診）
・児童外来（2診/週2）
・ﾃﾞｲｹｱｼｮｰﾄｹｱ
・訪問看護

２５床

【急性期】２５床

・一般外来（４診）
・児童外来（2診/週2）
・ﾃﾞｲｹｱｼｮｰﾄｹｱ
・訪問看護

１７０床 １１０床

【救急】６０床
【一般・児童】５０床
(一般40・児童10)

・一般外来（2診）
・児童外来（2診/週2）
・ﾃﾞｲｹｱｼｮｰﾄｹｱ
・訪問看護

６０床

【一般】６０床

・一般外来（４診）
・児童外来（2診/週2）
・ﾃﾞｲｹｱｼｮｰﾄｹｱ
・訪問看護

１７０床

損益計算 （百万円）

営業収益
(運営費負担金
含む）

2,938
3,312

（うちコロナ補助金
４５３）

1,68０ 8８０ 2,560 2,063 ５９６ 2,659 1,6２9 ８２９ 2,458

営業費用
2,923
うち人件費
2,0４２

3,005
うち人件費
2,027

1,７５６
うち人件費
1,０３３

1,2１９
うち人件費
９３１

2,975
うち人件費

1,964

2,389
うち人件費
1,５１０

９７２
うち人件費
７７５

3,361
うち人件費

2,286

1,829
うち人件費
1,１５１

1,1０４
うち人件費
８０５

2,934
うち人件費

1,956

当期純利益
（営業外含む）

２５ ３１7 ▲７３ ▲３３７ ▲４１０ ▲３２２ ▲３７５ ▲６９８ ▲１９７ ▲２７４ ▲４７１

EBITDA（≒現
金ベースの収支）

１０２ ４２０ １５１ ▲２９０ ▲１３９ ▲５５ ▲３４７ ▲４０２ ６ ▲２０４ ▲１９８

運営費負担金 ９６５ ９３２ 530 ２70 ８０0 ６５８ １７４ ８３２ ５２９ ２６７ ７９７

【仮】追加の運
営費負担金

ー ー ー ー １３９ ー ー ４０２ ー ー １９８

人員体制（常勤） （人）

医師（※） １８ ２１ ９ １２ ２１ １３ ９ ２２ １２ ９ ２１

看護師 １４７ １４７ ６７ ５３ １２０ １０７ ４４ １５１ ７３ ４４ １１７

コメディカル・
事務職員

５０ ５３ ３２ ２５ ５７ ３８ ２３ ６１ ３１ ２６ ５７

合計 ２１５ ２２１ １０8 ９0 198 １５8 ７6 ２３4 １１６ 79 １９5

≪機能・規模の考え方≫
・富谷の本院は、措置入院をはじめとした精神科救急のほか、身体合併症対応、精神科災害拠点病院の機能を想定
・サテライトは、南に病床がないと生活が成り立たない患者数を医療需要として想定（太白区以南に住む医療保護入院患者を想定）
・本院・サテライトともに夜間救急対応を行う想定
・児童思春期の入院は、約半数が医療保護。医療保護患者の南北比率は同等のため、本院で受入とすることも可能と想定

３

（※）令和4年度は常勤医師21名の他、非常勤医師11名（常勤換算で2名）が在籍しており、シミュレーションにおいても非常勤医師を常勤換算2名体制として試算している。


